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（
北
海
道
）

北
海
道
新
幹
線（
新
青
森
～
新
函
館

北
斗
間
）の
開
業

平
成
28
年
3
月
26
日（
土
）、
北
海
道

新
幹
線（
新
青
森
～
新
函
館
北
斗
間
、
約

1
4
9
㎞
）
が
開
業
し
ま
し
た
。
津
軽
海

峡
を
越
え
て
東
京
か
ら
8
2
4
㎞
の
区
間

が
直
結
さ
れ
、こ
れ
ま
で
よ
り
53
分
早
い
最

短
4
時
間
2
分
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
昭
和

39
年
の
東
海
道
新
幹
線
開
業
か
ら
52
年
を

経
て
、北
海
道
か
ら
九
州
・
鹿
児
島
ま
で
約

2
1
5
0
キ
ロ
が
新
幹
線
で
結
ば
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
各
地
で
開
業
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大

に
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
函
館
北
斗
駅
の
出

発
式
に
は
市
民
ら
約
2
5
0
0
人
が
参

加
し
、石
井
国
土
交
通
大
臣
、高
橋
道
知
事
、

島
田
J
R
北
海
道
社
長
ら
が
、
東
京
行
き

の
一
番
列
車「
は
や
ぶ
さ
10
号
」の
発
車
に

合
わ
せ
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
開
披

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、祝
賀
会
に
は
三
村

青
森
県
知
事
も
北
海
道
新
幹
線
で
駆
け
付

け
ま
し
た
。
函
館
駅
上
空
で
は
航
空
自
衛

隊「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
」に
よ
る
祝
賀
飛

行
が
行
わ
れ
、沿
線
で
は
一
番
列
車
を
大
漁

旗
で
迎
え
る
大
勢
の
人
々
の
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

東
京
～
新
函
館
北
斗
間
の
運
賃
は

2
万
2
6
9
0 

円（ 

通
常
期
、
普
通
車
）、

1
日
あ
た
り
10
往
復
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か

仙
台
、盛
岡
、新
青
森
の
各
駅
間
も
1
往
復

ず
つ
運
行
さ
れ
ま
す
。
札
幌（
約
2
1
1
㎞
）

へ
の
延
伸
は
平
成
43
年
春
頃
の
予
定
で
す
。

（
東
北
）

三
陸
沿
岸
道
路 

仙
塩
道
路
4
車
線

化
及
び
多
賀
城
I
C
完
成

平
成
28
年
3
月
27
日（
日
）、
復
興
道
路

で
あ
る
三
陸
沿
岸
道
路
の
起
点
に
位
置
す

る
仙
塩
道
路（
仙
台
港
北
I
C
～
利
府
中

I
C
、7.
8
㎞
）の
4
車
線
化
と
、新
設
の

多
賀
城
I
C
が
完
成
し
ま
し
た
。
開
通
に

よ
り
、2
車
線
区
間
で
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
や

三
陸
沿
岸
道
路
と
仙
台
北
部
道
路
の
合
流

部
に
お
け
る
車
両
の
錯
綜
が
解
消
し
、慢
性

的
な
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
三
陸
沿
岸
道
路
沿
線
の
宮
城
県

内
の
市
町
村
の
う
ち
、唯
一
Ｉ
Ｃ
が
設
置
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
多
賀
城
市
に
新
た
に
Ｉ
Ｃ

が
開
通
す
る
こ
と
で
、
地
域
産
業
・
観
光
な

ど
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

多
賀
城
I
C
で
行
わ
れ
た
開
通
式
に
は

市
民
ら
約
4
0
0
人
が
集
ま
り
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
と
く
す
玉
開
披
で
開
通
を
祝
い
ま

し
た
。

（
中
部
）

新
東
名
高
速
道
路（
浜
松
い
な
さ

J
C
T

−

豊
田
東
J
C
T
）開
通

平
成
28
年
2
月
13
日（
土
）、
新
東
名
高

速
道
路（
浜
松
い
な
さ
J
C
T

－

豊
田
東

J
C
T
、約
55
㎞
）が
開
通
し
、す
で
に
開
通

し
て
い
る
御
殿
場
J
C
T
～
浜
松
い
な
さ

J
C
T
と
合
わ
せ
て
延
長
約
2
0
0
㎞
の

ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
開
通
で
、慢
性
的
な
渋
滞
の
緩
和
に

よ
る
所
要
時
間
の
短
縮
と
定
時
性
の
確
保
、

大
規
模
災
害
時
の
早
期
復
旧
へ
の
貢
献
、大

規
模
更
新
工
事
に
よ
る
交
通
影
響
の
軽
減

及
び
地
域
の
観
光
や
産
業
へ
の
貢
献
な
ど
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の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
崎
S
A
で
の
開
通
式
典
に
は
、
石
井

国
土
交
通
大
臣
、大
村
愛
知
県
知
事
、川
勝

静
岡
県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
が
、長

篠
設
楽
原
P
A
で
の
開
通
式
典
に
は
、
太

田
前
国
土
交
通
大
臣
、
穂
積
新
城
市
長
を

は
じ
め
と
す
る
来
賓
が
出
席
し
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
に
続
き
、開
通
パ
レ
ー
ド
と
地
元
市

民
に
よ
る
フ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、鳴
り
物

や
踊
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
関
西
）

国
道
1
号
バ
イ
パ
ス
栗
東
水
口
道

路
と
水
口
道
路
が
開
通

平
成
28
年
3
月
19
日（
土
）、
国
道
1
号 

栗
東
水
口（
み
な
く
ち
）道
路（
湖
南
市
菩
提

寺
～
栗
東
市
小
野
、延
長
4.
1
㎞
）が
2

車
線
で
開
通
し
、
供
用
中
の
国
道
1
号 

水

口
道
路（
甲
賀
市
水
口
町
名
坂
～
同
町
泉
、

延
長
3.
5
㎞
）が
2
車
線
か
ら
4
車
線
に

拡
幅
さ
れ
て
開
通
し
ま
し
た
。
ま
た
、名
神

高
速
道
路
に
栗
東
湖
南
I
C
が
新
設
さ
れ

て
栗
東
水
口
道
路
と
直
結
し
ま
し
た
。

沿
線
の
栗
東
市
、湖
南
市
、甲
賀
市
の
3

市
に
は
国
内
外
の
上
位
企
業
が
数
多
く
立

地
し
て
お
り
、今
回
の
開
通
で
国
道
1
号
上

の
渋
滞
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
て
物
流
の
効

率
化
と
生
産
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
、さ
ら

な
る
地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

開
通
式
典
は
栗
東
水
口
道
路
本
線
上
で

開
催
さ
れ
、
中
嶋
甲
賀
市
長
な
ど
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
く
す
玉

開
披
、参
加
者
全
員
で
風
船
を
飛
ば
す「
バ

ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
」、
地
元
物
産
展
や
栗

東
湖
南
I
C
～
式
典
会
場
間 

約
2
㎞
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
い
っ
た
数
々
の
催
し
に
、多

く
の
参
加
者
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

（
四
国
）

一
般
国
道
33
号
高
知
西
バ
イ
パ
ス

（
枝
川
I
C
～
天
神
I
C
開
通
）

平
成
28
年
3
月
5
日（
土
）、一
般
国
道
33

号 

高
知
西
バ
イ
パ
ス
の
う
ち
枝
川
I
C
～

天
神
I
C
間（
2.
9
㎞
）が
開
通
し
ま
し

た
。
同
バ
イ
パ
ス
は
総
延
長
9.
8
㎞
で
枝

川
I
C
は
ほ
ぼ
中
央
に
、
天
神
I
C
は
そ

の
西
側
に
位
置
し
ま
す
。
未
開
通
区
間
は

西
側
の
終
点
に
あ
た
る
、
鎌
田
I
C
～
波

川
I
C
の
残
り
1.
5
㎞
で
す
。
今
回
の

開
通
に
よ
っ
て
渋
滞
解
消
や
災
害
時
の
緊
急

輸
送
道
路
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

開
通
式
典
は
枝
川
小
学
校
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、枝
川
I
C
で
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と

く
す
玉
開
披
、記
念
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
の
他

・
高
知
県　

県
道
足
摺
岬
公
園
線　

松
尾

～
大
浜
バ
イ
パ
ス
間（
2.
2
㎞
）

（
九
州
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道 

芦
北
出
水
道

路（
芦
北
I
C
～
津
奈
木
I
C
）開
通

平
成
28
年
2
月
27
日
（
土
）、
南
九
州

西
回
り
自
動
車
道
の
芦
北
出
水
道
路 

芦

北
I
C
～
津
奈
木
I
C
間（
延
長
7.
7

㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。
今
回
の
開
通
に

よ
り
八
代
市
～
津
奈
木
町
間
が
従
来
よ

り
約
26
分
短
縮
し
、沿
線
地
域
の
特
産
物

の
効
率
的
な
輸
送
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他

・
長
崎
県
主
要
地
方
道
桟
原
小
茂
田
線

道
路（
2.
6
㎞
）

・
鹿
児
島
県
南
薩
縦
貫
道 

知
覧
道
路

（
南
九
州
川
辺
I
C
～
知
覧
金
山
水

車
I
C 

3.
1
㎞
）

・
鹿
児
島
県
南
薩
縦
貫
道 

霜
出
道
路

（
南
九
州
知
覧
I
C
～
塗
木
交
差
点

5.
2
㎞
）
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平
成
27
年
度
高
校
生﹁
橋
梁
模
型
﹂

作
品
発
表
会

平
成
28
年
2
月
12
日（
金
）、
仙
台
市
青

葉
区
の
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
に
お
い

て
高
校
生
「
橋
梁
模
型
」
作
品
発
表
会
・
審

査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
で
14
回

目
の
開
催
と
な
り
、
東
北
6
県
の
18
校
36

作
品
の
応
募
の
中
か
ら
一
次
審
査
を
通
過

し
た
10
作
品
が
展
示
さ
れ
、
審
査
員
と
一

般
の
方
々
の
投
票
に
よ
っ
て
受
賞
作
が
決

定
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
は
秋
田
県
立

大
館
工
業
高
等
学
校（
秋
田
県
大
館
市
）

が
制
作
し
た
「
日
本
橋
」
が
選
出
さ
れ
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

尚
、
Ｐ
Ｃ
建
協
東
北
支
部
で
は
平
成
14

年
か
ら
高
校
生
「
橋
梁
模
型
」
作
品
発
表

会
実
行
委
員
会
の
一
員
と
し
て
作
品
発
表

会
を
共
催
し
て
い
ま
す
。

﹁
海
洋
暴
露
試
験
30
年
の
研
究
成

果
﹂合
同
報
告
会

平
成
28
年
2
月
16
日
に
東
京
都
中
央
区

築
地
の
浜
離
宮
朝
日
ホ
ー
ル
に
て
、国
立
研

究
開
発
法
人
土
木
研
究
所
、
国
立
研
究
開

発
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
の
主
催
で

「
海
洋
暴
露
試
験
30
年
の
研
究
成
果
」
合

同
報
告
会（
P
C
建
協
共
催
）が
開
催
さ
れ
、

3
7
5
名
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

P
C
建
協
は
、土
木
研
究
所
、（
一
財
）土

木
研
究
セ
ン
タ
ー
、（
一
社
）日
本
鉄
鋼
連
盟

と
共
同
で
駿
河
湾
沖
の
施
設
に
て
暴
露
試

験
を
昭
和
57
年
か
ら
開
始
し
て
お
り
、当
日

の
報
告
会
で
は
、「
飛
沫
部
に
お
け
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
防
食
技
術
」と
題
し
て
、

暴
露
30
年
が
経
過
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

塩
分
浸
透
性
や
鋼
材
腐
食
の
調
査
に
加
え
、

樹
脂
塗
装
鉄
筋
、P
E
シ
ー
ス
、塗
装
材
料

等
の
防
食
材
料
の
調
査
に
関
す
る
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ピョンピョン൘

日本橋

߹ಉใࠂ会の༷ࢠ

平
成
28
年
度
の
本
部
主
催
の
意
見

交
換
会
テ
ー
マ
等
決
ま
る

P
C
建
協
本
部
で
は
、
平
成
28
年
度
の

各
地
方
整
備
局
等
と
の
意
見
交
換
会
に
つ

い
て
、
基
本
と
な
る
提
案
テ
ー
マ
を
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、意
見
交
換
会

は
7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。

1 

担
い
手
確
保

・
完
全
週
休
2
日
モ
デ
ル
工
事
の
試
行
拡
大

・
工
事
量
の
平
準
化
と
安
定
的
確
保

・
適
切
な
工
期
の
設
定

2 

生
産
性
向
上
の
推
進

・
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
技
術
採
用
の
拡
大

・
標
準
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

3 

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
へ
の
対
応

・
P
C
橋
の
維
持
保
全
事
業
で
の
試
行

工
事
の
発
注

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
お
け
る
災

害
対
応

平
成
28
年
4
月
15
日（
金
）Ｐ
Ｃ
建
協
は
、

本
部
事
務
局
に「
本
部
災
害
対
策
本
部
」、

九
州
支
部
内
に「
現
地
対
策
本
部
」を
設
置

し
ま
し
た
。

「
現
地
対
策
本
部
」で
は
会
員
企
業
の
被

災
状
況
な
ど
を
把
握
し
た
上
で
、災
害
協
定

に
基
づ
き
協
力
体
制
を
確
立
し
た
こ
と
を

九
州
地
方
整
備
局
は
じ
め
各
機
関
へ
報
告

し
ま
し
た
。

愛
知
工
業
大
学
へ
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
板

を
寄
贈（
中
部
支
部
）

平
成
28
年
2
月
3
日（
水
）、
愛
知
工
業

大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
材
料
研
究
室
に

薄
肉
プ
レ
テ
ン
P
C
板「
通
称
：
ピ
ョ
ン

ピ
ョ
ン
板
」を
寄
贈
し
ま
し
た
。

今
回
の
き
っ
か
け
は
、呉
承
寧
教
授
か
ら

「
授
業
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
教
材
と

し
て
利
用
で
き
る
小
型
の
P
C
構
造
物
が

あ
れ
ば
、
多
く
の
学
生
が
P
C
構
造
に
興

味
を
抱
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
。」
と
ご
提
案
頂
い
た
こ
と
で
し
た
。
寄

贈
し
た
板
の
大
き
さ
は
幅
3
0
0
㎜
×
厚

さ
40
㎜
×
長
さ
2
9
0
0
㎜
で
す
。

P
C
建
協
中
部
支
部
で
は
こ
れ
ま
で
も
、

名
城
大
学
理
工
学
部
社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン

工
学
科
・
石
川
靖
晃
教
授
の
研
究
室
に
同

板
を
寄
贈
し
、授
業
な
ど
で
活
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
、教
材
支
援
を
継

続
し
て
中
部
地
区
の
学
界
と
の
親
交
を
深

め
て
い
き
ま
す
。
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P
C
技
術
専
門
家
を
派
遣

P
C
建
協
で
は
、多
く
の
学
生
に
P
C
構

造
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

P
C
技
術
専
門
家
を
派
遣
す
る
出
張
講
義

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

関
東
支
部
で
は
、
平
成
28
年
1
月
14
日

（
木
）と
28
日（
木
）の
2
回
に
分
け
て
、群
馬

工
業
高
等
専
門
学
校
で
生
徒
41
名
に
出
張
講

義
を
行
い
ま
し
た
。
講
義
内
容
は「
P
C
の

概
要
」「
P
C
の
設
計
・
施
工
」「
P
C
鋼
材
の

緊
張
」「
実
物
の
緊
張
装
置
の
説
明
」で
し
た
。

北
陸
支
部
で
は
、
平
成
28
年
2
月
8
日

（
月
）に
、新
潟
大
学
で
生
徒
14
名
に
出
張
講

義
を
行
い
ま
し
た
。
講
義
の
テ
ー
マ
は「
P
C

橋
に
つ
い
て（
土
木
の
中
の
橋
屋
、そ
し
て
技

術
者
）」で
、講
義
内
容
は「
P
C
、そ
し
て
橋

に
つ
い
て
」「
P
C
構
造
の
特
徴
」「
橋
屋
と
し

て
」「
現
実
の
橋
屋
の
業
務
」「
さ
ま
ざ
ま
な

P
C
橋
の
架
設
」で
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、1
月
8
日（
金
）に
九
州

大
学
、1
月
27
日（
水
）に
北
海
道
大
学
、1

月
29
日（
金
）に
北
見
工
業
大
学
で
出
張
講
義

を
行
い
ま
し
た
。

1$ٕज़ઐՈݣʗ܈അ高ઐ

各
地
で
P
C
技
術
講
習
会
開
催

P
C
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

関
東
支
部
で
は
平
成
28
年
1
月
20
日

（
水
）
に
ピ
ー
・
エ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
茨

城
工
場
で
P
C
技
術
講
習
会
を
行
い
、茨

城
県
職
員
37
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
P
C
橋
に
つ
い
て
」
で
、
座
学
と
工

場
見
学
の
2
部
構
成
で
し
た
。
座
学
で
は
、

「
橋
及
び
P
C
橋
の
歴
史
」「
P
C
構
造

の
概
要
」「
架
設
工
法
・
施
工
管
理
の
ポ
イ

ン
ト
」「
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
」「
調
査
」「
補

修
補
強
事
例
」
を
講
義
し
ま
し
た
。
ま
た
、

工
場
見
学
で
は
、
プ
レ
テ
ン
桁
配
筋
状
況

と
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
の
概
要
と
設
備
を

説
明
し
な
が
ら
案
内
し
ま
し
た
。

։࠵ ෦ࢧ ରऀ श容ߨ

�݄�� भ ԭೄݝ ՍઃܻՍઃのੵࢉ

�݄�� ౦ ݝٶ ̥̘ 橋の֓ཁɺ̥̘橋の補修ɾ補強ʹ͓͚Δݕ

�݄��ɾ��
�݄��ɾ��

த෦ 道路ϝϯςφϯεձٞࢀՃऀ 橋梁補修ٕज़

�݄�� ւ道 ւ道։ൃہ 橋梁ݕのٴૅجͼϙΠϯτɺඇഁյࠪݕのհ

�݄� भ
ԭೄ૯߹ࣄہ
ԭೄࢢݝொଜ
ίϯαϧλϯτ

৽の̥̘࠷ ٕज़のಈɺ̥̘চ൛औΓସ͑ྫࣄࣄɺ
̥̘ 構造物のҡ࣋อશ

�݄�� ౦
ळాݝ

ळాࢢݝொଜ
̥̘ 橋梁の補修ɾ補強ɺ̥̘চ൛

現
場
見
学
会
開
催

P
C
建
協
支
部
に
よ
る
現
場
見
学
会

が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

関
西
支
部
は
2
月
18
日
（
木
）に
浜
坂
道

路
「
久
斗
大
橋
」
で
現
場
見
学
会
を
行
い

ま
し
た
。
見
学
会
に
は
、
兵
庫
県
と
新
温

泉
町
の
職
員
と
鳥
取
大
学
の
関
係
者
、
合

わ
せ
て
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
新
温
泉
土
木
事
務
所
の
吉
開

技
師
に
よ
る
事
業
説
明
に
続
い
て
、
関
西

支
部
委
員
か
ら
P
C
橋
の
概
要
と
施
工

方
法
を
紹
介
し
、
鳥
取
大
学
の
福
山
敬

教
授
や
学
生
か
ら
事
業
と
施
工
に
関
す

る
質
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
カ
ナ
ダ
か
ら
来
日
中
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ル
ー
大
学
の
キ
ー
ス
・
W
・
ハ
イ
ペ
ル

教
授
も
参
加
し
、
桁
の
架
設
作
業
な
ど
を

熱
心
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

本
橋
は
橋
長
1
6
0
m
の
4
径
間
連

結
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
T
桁
橋
で
す
。

ؔ東支部Ҏ֎Ͱ։࠵ Εٕͨ͞ज़ߨश会

ؔ西支部Ҏ֎Ͱ։࠵ Εͨ͞ݱݟ学会

։࠵ ෦ࢧ ໊ݱ ରऀ Ճࢀ

�݄� ւ道
ผڞӫઢ૯#���վྑࣄ

ʢ橋梁্෦ʣ
ेউ૯߹ৼہڵएखٕज़৬һ ��

�݄�� भ Ըೲೆ#1�߸橋্෦ʢԼΓʣࣄ
1$建ڠのձһऀؔۀاͱ

そのՈ
��

�݄�� ౦
౦ຊίϯクϦʔτ
ཧ1$

ౡߴۀઐֶֶ�ߍ ��

�݄� ؔ
େՏݪ橋ࣄɺ

େՏݪτϯωϧࣄ

ɺߍֶߴۀݟ෬ཱࢢژ
໋ཱؗେֶɺ૬ָ建ઃڠۀձɺ

৬һژ
��

�݄� த෦ τϤλςετίʔε େֶのֶੜݹ໊ ��
ಓ࿏久ే大橋ࡔ学会ʗݟݱ
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平
成
28
年
度
各
種
講
習
会
日
程

第
��
回
建
築
技
術
講
習
会

平
成
28
年
6
月
24
日（
金
）13
時
～
17
時

建
築
会
館
大
ホ
ー
ル

演
題

① 

安
曇
野
市
庁
舎 

～
P
C
a
と
免
震
に
よ
る
質
実
剛
健
な
庁
舎
～

内
藤
・
小
川
原
・
尾
日
向
設
計
共
同
企
業
体

② 

立
川
市
立
第
一
小
学
校　

柴
崎
図
書
館
・

学
童
保
育
所
・
学
習
館

～
市
松
状
P
C
a
P
C
リ
ブ
付
壁
の
構
造

デ
ザ
イ
ン
～

 

小
西
泰
孝
建
築
構
造
設
計 

（
意
匠
設
計
：
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
ア
ン
ド
ア
ソ
シ
エ

イ
ツ
）

③ 

宮
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会（
聖
堂
棟
）

～
伝
統
的
な
教
会
の
姿
を
現
代
の
技
術
で
～

㈱
エ
ム
設
計
・
㈱
星
野
建
築
構
造
設
計
事
務
所

④ 

港
区
白
金
の
丘
学
園 

～
板
状
の
Ｐ
Ｃ
a
P
C
部
材
を
用
い
た
張
弦
構
造
～

㈱
日
建
設
計

第
�
回
P
C
工
事
技
能
実
習

平
成
28
年
10
月
18
日（
火
）～
平
成
28
年
10

月
21
日（
金
）

申
し
込
み
締
切
：
平
成
28
年
9
月
16
日（
金
）

＊
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

第
��
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

技
術
講
習
会

（
P
C
工
学
会
主
催
）

テ
ー
マ
：
生
産
性
向
上
へ
む
け
た
P
C
技

術
の
展
開

題
目

①「
P
C
建
築
作
品
・
技
術
の
紹
介
」

②「
P
C
構
造
物
に
お
け
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

技
術
の
現
状
と
課
題
」

③「
P
C
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
宣
言
に
つ
い

て
」

④「
更
新
用
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
P
C
床
版
技

術
指
針
に
つ
い
て
」

⑤「
大
規
模
自
然
災
害
に
対
応
可
能
な

P
C
構
造
物
の
適
用
に
つ
い
て
」

⑥「
点
検
診
断
技
術
の
最
前
線
」

⑦「
海
外
の
P
C
技
術
の
動
向
」

会
場
・
開
催
日

・
東
京
：
平
成
28
年
6
月
3
日（
金
）

江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー

・
大
阪
：
平
成
28
年
6
月
10
日（
金
）

朝
日
生
命
ホ
ー
ル

・
広
島
：
平
成
28
年
6
月
14
日（
火
）

広
島
市
西
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

・
高
松
：
平
成
28
年
6
月
15
日（
水
）

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

・
札
幌
：
平
成
28
年
6
月
17
日（
金
）

ホ
テ
ル
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

・
名
古
屋
：
平
成
28
年
6
月
23
日（
木
）

ウ
ィ
ル
あ
い
ち

・
新
潟
：
平
成
28
年
6
月
24
日（
金
）

新
潟
県
自
治
会
館

・
仙
台
：
平
成
28
年
6
月
28
日（
火
）

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

・
福
岡
：
平
成
28
年
6
月
30
日（
木
）

福
岡
国
際
会
議
場

P
C
技
士
試
験
講
習
会

（
P
C
工
学
会
主
催
）

平
成
28
年
9
月
12
日（
月
）

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

＊
詳
細
は
P
C
工
学
会
H
P
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

更
新
用
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
床
版
技
術
指

針
の
発
刊
、講
習
会

（
P
C
工
学
会
主
催
）

　

公
益
社
団
法
人
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
学
会
は
、「
更
新
用
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
Ｐ
Ｃ
床
版
技
術
指
針
」
を
平
成
28
年

６
月
に
発
刊
し
ま
す
。

　

こ
の
指
針
は
、
本
格
化
す
る
供
用
中
の

路
線
の
床
版
取
り
替
え
工
事
を
対
象
と
し

た
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
技
術
の
合
理
的
な

適
用
方
法
を
検
討
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ

た
「
更
新
用
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
床
版
技

術
検
討
委
員
会
」（
委
員
長 

池
田
尚
治
横

浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
）の
成
果
で
す
。

　

発
刊
に
合
わ
せ
て
全
国
３
会
場
で
講
習

会
を
開
催
予
定
で
す
。

「
会
場
・
日
程
」

・
東
京
：
平
成
28
年
７
月
20
日（
水
）

・
仙
台
：
平
成
28
年
７
月
21
日（
木
）

・
大
阪
：
平
成
28
年
７
月
26
日（
火
）

「
指
針
の
構
成
」

　

第
１
章　

総
則

　

第
２
章　

既
設
構
造
物
の
変
状
調
査

　
　
　
　
　

お
よ
び
更
新
構
造
物
の
設

　
　
　
　
　

計
作
用
の
推
定

　

第
３
章　

設
計

　

第
４
章　

施
工

　

第
５
章　

維
持
管
理

　

参
考
資
料

既
設
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
橋
の
Ｐ
Ｃ
鋼
材

の
調
査
お
よ
び
補
修・補
強
指
針（
案
）の

発
刊
、講
習
会

（
P
C
工
学
会
主
催
）

　

公
益
社
団
法
人
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
学
会
は
、「
既
設
ポ
ス
ト
テ
ン

シ
ョ
ン
橋
の
Ｐ
Ｃ
鋼
材
の
調
査
お
よ
び
補

修
・
補
強
指
針（
案
）」を
平
成
28
年
9
月
に

発
刊
予
定
で
す
。

　

こ
の
指
針
は
、「
既
設
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ

ン
橋
の
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
問
題
対
応
委
員
会
」

（
委
員
長 

宮
川
豊
章
京
都
大
学
特
任
教

授
）に
て
検
討
さ
れ
た
、①
既
設
ポ
ス
ト
テ

ン
シ
ョ
ン
橋
の
実
態
把
握
、②
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ

ト
の
充
填
性
調
査
手
法
の
把
握
、
③
Ｐ
Ｃ

鋼
材
の
健
全
性
把
握
手
法
の
把
握
、
④
ポ

ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
橋
の
健
全
性
診
断
の
方
法
、

⑤
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
充
填
不
足
、Ｐ
Ｃ
鋼
材

損
傷
時
の
補
修
・
補
強
の
提
案
、の
成
果
を

取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

　

発
刊
に
合
わ
せ
て
全
国
で
講
習
会
を
開

催
予
定
で
す
。（
日
程
等
未
定
）
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４月１日に各社で入社式が開かれ、多くの若者がＰＣ建協会員企業に仲間入りしました。今号では入社５年目までの若手職員７

名に就職活動中、現在、今後について語って頂き、「次世代の若い方に入ってきてもらえる業界になるためには」というテーマで座談会

を企画しました。

また、特集では角倉了以の功績を辿り、京都のＰＣ橋、ＰＣ建築、文化を巡りました。表紙の源氏物語ミュージアムはＰＣ構造の屋

根で柔らかな空間が創られ、ＰＣ建築の可能性を見る事ができました。

今後もＰＣの魅力を沢山お伝えし、多くの若い方にも興味を持って頂けるようＰＣプレスを通じて広報活動をして行きたいと思い

ます。

（浅見）

ฤूهޙ

ＰＣ統計（受注実績）
平成 27 年度ＰＣ建協会員の

ＰＣ関連の受注総額は、道路橋、
鉄道橋の新設橋梁及び橋梁の補
修補強工事の受注が伸びた結果、
5 期連続して増加となり3,003 億
円（対前年度比 119 ％）となりま
した。

用途別では、道路橋が 2,288
億円（前年度 1,718 億円）あり、こ
のうち新設工事は2,052 億円（前
年度 1,551 億円）で補修補強工
事は236億円（前年度167億円）
となりました。鉄道橋は165億円

（前年度 54 億円）となりました。

平成27年度用途別受注実績 年度別受注推移

道路橋
2,052.5　68.3%

鉄道橋
163.1　5.4%

その他橋梁
4.5　0.1%

容器構造物
66.9　2.2%

建築構造物
237.9　7.9%

防災構造物
12.4　0.4%

マクラギ
52.5　1.7%

その他
65.8　2.2%

補修補強
347.8　11.6%

道路橋 鉄道橋 その他橋梁
容器構造物 建築構造物 防災構造物
マクラギ その他 補修補強

上野 進一郎（編集委員長）、　樫福 浄（編集副委員長）、　
鈴木 裕二、　竹本 伸一、　有馬 浩史、　鈴木 義晃、　的場 純一、　
髙松 正伸、　松嶋 憲昭

ฤूҕһ会
手賀 由成（幹事長）、　廣部 永隆（副幹事長）、　白石 紀之、　久我 誠志、
俵 綾子、　南 浩郎、　浅見 聡、　大谷 圭介、　吉田 健治、　太田 誠、　
清水 郁子、　荒畑 智志、　西永 卓司

ฤूࣄװ会
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